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院内外 インタール吸入液1% ◯
朝､昼及び就寝前ないしは朝､昼､夕及び就寝前1回1アンプルずつ､1日3〜4ア
ンプルを電動式ネブライザーを用いて吸入｡症状の緩解が得られれば､その
後の経過を観察しながら1日2〜3アンプルに減量｡

院外 インタールエアロゾル1mg ◯ 1回2噴霧､1日4回吸入する､症状の緩解が得られれば､その後の経過を観察し
ながら1日2〜3回に減量｡

院外 インタール点眼液2% ◯※1

院外 インタール点眼液UD2% ◯※1

院内外 インタール点鼻液2% ◯ 1日6回､1回各鼻腔に1噴霧ずつ噴霧吸入｡症状の緩解が得られれば､その後の
経過を観察しながら減量｡

院外 ケタス点眼液0.01% イブジラスト ◯※2 1回1〜2滴を1日4回点眼｡ なし

院外 ゼペリン点眼液0.1% アシタザノラスト ◯ 1回1〜2滴を1日4回点眼｡ なし

院外 トラメラス点眼液0.5% トラニラスト ◯ 1回1〜2滴を1日4回点眼｡ なし

当院採用の抗アレルギー薬(外用)
愛媛大学医学部附属病院薬剤部　薬品情報管理室

使用時は必ず添付文書で確認をお願いします

分類 採用 採用薬品名 製剤写真 一般名

効能効果

用法

DIニュース2018年3月号

自動車
運転等

※1:春季カタル含む　※2:花粉症含む　

なし

ケミカル
メディエーター

遊離阻害

クロモグリク酸
ナトリウム

1回1〜2滴を1日4回点眼｡
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当院採用の抗アレルギー薬(外用)
愛媛大学医学部附属病院薬剤部　薬品情報管理室

使用時は必ず添付文書で確認をお願いします

分類 採用 採用薬品名 製剤写真 一般名
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用法
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院内外 アレジオン点眼液0.05% エピナスチン塩酸塩 ◯ 1回1滴､1日4回点眼 なし

院内外 ザジテン点眼液0.05% ◯ 1回1〜2滴を1日4回点眼｡ なし

院内外 ザジテン点鼻液0.05% ◯ 1日4回､1回各鼻腔に1噴霧ずつ､本剤専用の鼻用定量噴霧器を用いて噴霧吸
入｡

避ける

院外
リボスチン点鼻液
0.025mg112噴霧用 ◯ 1日4回､1回各鼻腔に2噴霧ずつ噴霧吸入｡ 避ける

院内外 リボスチン点眼液0.025% ◯ 1回1〜2滴を1日4回点眼｡ なし

院内外 パタノール点眼液0.1% オロパタジン塩酸塩 ◯ 1回1〜2滴を1日4回点眼｡ なし

院外 AZ点眼液0.02% アズレンスルホン酸
ナトリウム水和物

◯※3 1日3〜5回､1回1〜2滴を点眼。 なし

院内外 パピロックミニ点眼液0.1% シクロスポリン ※4 1回1滴、1日3回点眼｡ なし

院内外 タリムス点眼液0.1% タクロリムス水和物 ※4 用時よく振り混ぜたのち､1回1滴を1日2回点眼｡ なし

※3:急性結膜炎､慢性結膜炎､表層角膜炎､眼瞼縁炎､強膜炎含む　※4:春季カタル(抗アレルギー剤が効果不十分な場合)のみ

その他

第二世代
抗ヒスタミン薬

ケトチフェン
フマル酸塩

レボカバスチン塩酸塩


